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日本初のベンチャーキャピタルと事業会社によるサーチファンドを投資対象とするファンドの新設 

-中小企業の事業承継と再成長を支援する 

「ICJ1号ファンド オブ サーチファンド」組成と出資契約の締結- 

 

 

インクルージョン・ジャパン株式会社（以下 ICJ）は、日本のベンチャーキャピタルとして初め

て、サーチファンドを投資対象とする「ICJ 1号ファンドオブサーチファンド投資事業有限責任組

合（以下 本ファンド）」を組成し、株式会社高島屋（代表取締役社長 村田 善郎、以下 高島屋）

と三菱 UFJ信託銀行株式会社（取締役社長 長島 巌、以下 三菱 UFJ信託銀行）が出資契約を締結

しました。 

本ファンドは、ベンチャーキャピタルと事業会社によるサーチファンドへの投資スキームとして

日本初であり、第一号案件として、ジャパン・リレー・パートナーズ合同会社（代表取締役 小林 

靖）への投資を予定しております。 

 

  
 

■ サーチファンドとは 

サーチファンドは、次世代の優れた経営者候補（サーチャー）が、複数の投資家から資金を調

達し、有望な中小企業を探索・買収することで、事業承継と成長を実現する仕組みです。このモ

デルは 1980年代に米国で誕生し、これまで世界各国で数百件が設立され、高い投資リターンを

生み出してきました。現在、日本では事業承継の課題を抱える中小企業が多く、次世代に引き継

がれるべき優れた企業が存続の危機に直面しています。そうした状況の中、サーチファンドは事

業承継の新たな選択肢として注目を集めています。 

 



■ ICJ 1号ファンドオブサーチファンドについて 

ICJは、これまで「ICJ 1号ファンド」および「ICJ 2号ファンド」を通じ、0から 1を生み出す

起業家の発掘・投資・成長支援を行ってきました。今回設立した本ファンドでは、これまで培っ

た経営者候補とのネットワークや支援ノウハウを活用し、事業承継を通じて 1から 10への成長

を目指すサーチャーへの投資や、サーチャーが中小企業を買収する際の追加投資を実施します。 

 

名称 ICJ 1号ファンドオブサーチファンド投資事業有限責任組合 

ファンド総額 10億円（予定） 

無限責任組合員 インクルージョン・ジャパン株式会社 

有限責任組合員 株式会社高島屋、三菱 UFJ信託銀行株式会社、他 

 

■ 事業会社がサーチファンド投資に参画する意義 

事業会社にとって、サーチファンドを通じた投資は、単なる財務的リターンの獲得にとどまら

ず、安定したサプライチェーンの確保や、新たな成長機会の創出にもつながります。また、成長

が期待できる中小企業を早期に発掘し、M&Aを通じて事業を拡大できる戦略的な機会を提供し

ます。さらに、自社の知見や経営ノウハウを活かしながら、次世代の経営者育成を支援すること

で、地域経済の発展や業界全体の持続的成長に貢献することも可能です。サーチファンドへの参

画は、社会的課題の解決に寄与すると同時に、事業会社自身の中長期的な成長にも大きなメリッ

トをもたらします。 



 

 

◇三菱 UFJ信託銀行による参画の背景 

三菱 UFJ信託銀行は、「安心・豊かな社会」と「お客さまとともにある未来」を創造する信

託銀行を目指し、成長企業やファンドへの出資を通じて、社会課題解決に貢献するソリューシ

ョンの共同開発を行っています。本ファンドへの出資を通じて、事業承継問題や経営人材不足

といった社会課題の解決に取り組んでまいります。 

 

◇高島屋による参画の背景 

髙島屋は、グループ経営理念「いつも、人から。」に基づき、「人を信じ、人を愛し、人につ

くす」こころを大切にし、社会に貢献してまいりました。また、企業メッセージ「'変わらない

'のに、あたらしい。」には、伝統的な技術・文化や長年培われてきた確かな価値を守り継ぎな

がら、時代の変化にも柔軟に対応することで新たな価値を生み出していくという当社の想いを

込めています。 

本ファンドへの出資を通じて、事業承継問題という喫緊の社会課題の解決に取り組むととも

に、魅力ある品揃えやグループコンテンツのさらなる充実化を実現するパートナーシップの構

築により、事業成長との両立を図ってまいります。 

 

■ 中小企業にとってのサーチファンドの利点 

サーチファンドは、後継者不在に悩む中小企業オーナーにとって、単なるM&Aの手段を超え

た価値をもたらします。最大の特徴は、事業を引き継ぐサーチャー自身が主体となり、オーナー

と直接交渉を行いながら企業を選定・買収する点にあります。これにより、オーナーは「顔の見

える事業承継」を実現し、企業の理念や文化を尊重しながら、長期的な成長を目指すことが可能

となります。また、サーチファンドを活用することで、経営経験豊富な支援者のネットワークを

活かし、成長戦略の策定・実行を進められるため、単なる所有権の移行にとどまらず、事業の持

続的な発展を実現できます。特に、長期的な視点で競争力を強化し、経営基盤を安定させたい企

業にとって、サーチファンドは極めて有効な選択肢となります。 



■ 第一号案件について － ジャパン・リレー・パートナーズ合同会社 

本ファンドからの第一号案件として、小林 靖氏が設立したサーチファンドであるジャパン・

リレー・パートナーズ合同会社への投資を予定しています。小林氏は、豊田通商で、同社初のキ

ューバ現地法人を設立し、初代社長として中央政府向けの新規事業開発を手掛けた後、スペイン

の IESEビジネススクールでMBAを取得。同校では、日本人として初めてサーチファンドクラ

ブ代表を務めるなど、国際的なビジネス経験を積んできました。 

 

■ 今後の展望 

ICJは、本ファンドを通じて日本の中小企業の事業承継問題を解決し、新たな成長機会を創出

することを目指します。今後も、優秀な経営者候補（サーチャー）や投資家、事業会社との連携

を深め、サーチファンドの普及とさらなる社会的意義の拡大に努めてまいります。 

 

 


